
【２０２３年 7 月 3 日発行】 

 

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 

いよいよ第 50 回「東京馬関会の集い」まで 1 週間になりました。 

参加者も７０名以上となり盛大な集いになりそうです。 

今年の大会は何より、下記の３つの記念すべき総会です。 

 

・コロナで集いが４年ぶりの開催であること。 

・記念すべき 50 回という節目の集いであること。 

・20 年会長を務めた森川会長から大塚新会長へ交代したこと。 

   

新幹事一同、盛り上げて行く所存ですので、都合がつく方が 

いらっしゃいましたら下記に連絡を下さい。 

       連絡先：tokyobakankai@gmail.com 

● ７/８「東京馬関会の集い」開催迫る！！！● 
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【50 周年記念ロゴの解説】 

東京馬関会は会員の高齢化、増えない会員数、運営資金の確保 などの諸問題に直面していますが、将来的にも少

子化による 学生数減少懸念といった大きな問題が待ち受けています。 

 しかし、新体制となった我々はこれらの困難にひるむことなく 邁進して参ります。 

 第 50 回記念ロゴマークは困難という荒海に向かって漕ぎだす イメージをもとに制作しました。 

 時に荒々しく時に穏やかな大海原を、共に協力し親睦を図りながら東京馬関会を発展させてまいりましょう。  

 

デザインコンセプト：新たな航海 一般的にふぐと呼ばれていますが、下関では 「福」に繋がるため 

“ふく” と呼ばれています。 記念ロゴマークにもあしらった “ふく” が 我々東京馬関会にも幸福をもたすこと

を願っています。 

 

 中央に大きく配置された「50th」を彩るオレンジ色は、 太陽のシンボルカラーです。 色彩心理

学では元気・活発・冒険心・向上心・社交的 などの意味を持ちます。 また、オレンジは焚き火や暖炉の色でも

あります。 周囲を明るく照らして人々を集め、賑わいをつくります。 
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江原 信太氏（S45 年卒）、山田 信孝氏（S51 年卒）のお二人が 

令和４年の叙勲で「瑞宝小綬章」を受章されました。 

瑞宝章は、公務等に長年にわたり従事し、国家または公共に対し

功労のある方に授与されます。 
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                                       以   上 

【 お 知 ら せ 】       


